
平成31年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成31年１月31日

上 場 会 社 名 株式会社テクノスジャパン 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3666 URL http://www.tecnos.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役 (氏名) 吉岡 隆

問合せ先責任者 (役職名) 取締役 (氏名) 小林 希与志 (TEL) 03-3374-1212

四半期報告書提出予定日 平成31年２月14日 配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無

四半期決算説明会開催の有無 ：無
　

(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第３四半期 5,078 29.9 636 5.3 701 15.3 1,190 278.9

30年３月期第３四半期 3,908 △11.8 603 31.5 608 31.1 314 4.3
(注) 包括利益 31年３月期第３四半期 1,209百万円( 283.8％) 30年３月期第３四半期 315百万円( △1.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第３四半期 60.36 60.33

30年３月期第３四半期 15.90 15.88

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第３四半期 5,673 4,020 70.6

30年３月期 4,189 3,225 76.8
(参考) 自己資本 31年３月期第３四半期 4,007百万円 30年３月期 3,218百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 0.00 ― 19.00 19.00

31年３月期 ― 0.00 ―

31年３月期(予想)
(注)1. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,900 27.2 775 4.4 845 8.2 1,147 173.7 58.18
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項
　

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 1社（社名） Lirik,Inc 、除外 社（社名）
　　

(注) 詳細は、添付資料P８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（連
結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期３Ｑ 20,400,000株 30年３月期 20,400,000株

② 期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 680,200株 30年３月期 681,200株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 19,719,232株 30年３月期３Ｑ 19,751,503株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P３「１．当四半期決算に
関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気は緩やかな回復基調が続いた一方で、資源価格の上昇や人

手不足の深刻化、朝鮮半島情勢の緊迫化、米中間の貿易摩擦など懸念点も多く、依然として先行き不透明な状況が続

いております。

当社グループが属する情報サービス業界におきましては、企業収支の改善を背景に主力事業であるＥＲＰ市場をは

じめ、ビッグデータ・ＩｏＴ・ＡＩ等の利用拡大や、セキュリティ対応等を中心に、ＩＴ投資も堅調に推移しており

ます。

このような状況の中、当社グループはＥＲＰ・ビッグデータ・グローバルの三本を軸に、新規顧客への積極的な営

業活動を図るとともに既存顧客の深耕による受注拡大に努めました。

平成30年６月には今後のグローバルビジネスの拡大を踏まえ、当社の米国子会社であるTecnos Global Company of

America,Inc.を通じ、米国のクラウドインテグレーターであるLirik,Inc.の株式を取得（出資比率95%）いたしまし

た。

また、平成30年12月には持分法適用関連会社であるテクノスデータサイエンス・エンジニアリング株式会社の新

規上場に伴い、普通株式の一部を売却いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高5,078,842千円（前年同期比29.9%増）、営

業利益636,143千円（同5.3%増）、経常利益701,708千円（同15.3%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

1,190,252千円（同278.9%増）となりました。

業務区分別の業績については次のとおりであります。

a 基幹システム及び周辺ソリューション

製造業、商社・小売業向けのＥＲＰシステム導入支援業務を中心に、売上高は5,043,233千円（前年同期比

31.6%増）となりました。

b その他

ツール・ライセンスの販売等により、売上高は35,609千円（前年同期比53.1%減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ1,484,095千円増加し5,673,357千円

となりました。

（流動資産）

流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ1,233,230千円増加し、4,151,781千円となりました。これは主に

現金及び預金が325,040千円、売掛金が562,412千円、仕掛品が361,385千円、前払費用が23,290千円、その他の流

動資産（前渡金、未収消費税等）が61,630千円増加し、有価証券が100,000千円減少したこと等によるものであり

ます。

（固定資産）

固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ250,865千円増加し、1,521,575千円となりました。これは主に顧

客関連資産が202,391千円、のれんが145,338千円増加し、関係会社株式が74,685千円、繰延税金資産が33,257千

円減少したこと等によるものであります。

②負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ689,572千円増加し、1,652,891千円

となりました。

（流動負債）

流動負債の残高は、前連結会計年度末と比べ627,705千円増加し、1,552,243千円となりました。これは主に買

掛金が140,103千円、短期借入金が400,000千円、未払法人税等が227,292千円、受注損失引当金が41,463千円増加
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し、賞与引当金が140,794千円、未払消費税等が58,514千円減少したこと等によるものであります。

（固定負債）

固定負債の残高は、前連結会計年度末と比べ61,867千円増加し、100,647千円となりました。これは主に繰延税

金負債が56,331千円増加したこと等によるものであります。

③純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ794,523千円増加し、4,020,465

千円となりました。これは主に利益剰余金が774,203千円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期の連結業績予想につきましては、平成30年12月21日に発表いたしました「特別利益の計上及び業績

予想の修正に関するお知らせ」の内容に変更はありません。

なお、業績予想につきましては、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な

要因により予測数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,485,093 1,810,133

売掛金 1,243,631 1,806,043

有価証券 100,000 ―

仕掛品 22,082 383,468

貯蔵品 1,272 744

前払費用 36,589 59,880

その他 29,881 91,511

流動資産合計 2,918,551 4,151,781

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 104,819 105,924

減価償却累計額 △50,077 △56,567

建物附属設備（純額） 54,741 49,356

工具、器具及び備品 58,950 68,423

減価償却累計額 △46,950 △52,531

工具、器具及び備品（純額） 11,999 15,891

有形固定資産合計 66,741 65,248

無形固定資産

ソフトウエア 49,873 38,269

顧客関連資産 ― 202,391

のれん ― 145,338

その他 36 36

無形固定資産合計 49,910 386,036

投資その他の資産

投資有価証券 443,715 452,094

関係会社株式 368,660 293,974

長期前払費用 37,207 42,289

繰延税金資産 72,118 38,860

敷金及び保証金 149,921 151,624

保険積立金 64,314 73,299

その他 18,121 18,147

投資その他の資産合計 1,154,059 1,070,291

固定資産合計 1,270,710 1,521,575

資産合計 4,189,261 5,673,357

決算短信（宝印刷） 2019年01月31日 15時29分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



株式会社テクノスジャパン(3666) 平成31年３月期 第３四半期決算短信

5

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 348,120 488,224

短期借入金 ― 400,000

未払金 58,076 76,637

未払費用 62,160 64,574

未払法人税等 151,987 379,280

未払消費税等 64,048 5,534

品質保証引当金 9,788 10,069

受注損失引当金 5,647 47,111

賞与引当金 147,457 6,663

資産除去債務 ― 5,600

その他 77,251 68,548

流動負債合計 924,538 1,552,243

固定負債

繰延税金負債 ― 56,331

資産除去債務 38,780 33,896

その他 ― 10,419

固定負債合計 38,780 100,647

負債合計 963,319 1,652,891

純資産の部

株主資本

資本金 562,520 562,520

資本剰余金 206,350 206,412

利益剰余金 3,014,459 3,788,662

自己株式 △580,692 △579,839

株主資本合計 3,202,637 3,977,755

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,444 21,815

為替換算調整勘定 ― 7,979

その他の包括利益累計額合計 15,444 29,795

新株予約権 7,860 6,946

非支配株主持分 ― 5,968

純資産合計 3,225,942 4,020,465

負債純資産合計 4,189,261 5,673,357
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 3,908,825 5,078,842

売上原価 2,520,884 3,783,230

売上総利益 1,387,940 1,295,612

販売費及び一般管理費 784,010 659,468

営業利益 603,930 636,143

営業外収益

受取利息 20 7

有価証券利息 1,923 799

受取配当金 ― 4,860

持分法による投資利益 ― 48,761

助成金収入 ― 8,905

為替差益 ― 2,144

その他 5,599 1,189

営業外収益合計 7,543 66,667

営業外費用

支払利息 ― 1,102

持分法による投資損失 1,512 ―

支払手数料 1,404 ―

営業外費用合計 2,917 1,102

経常利益 608,556 701,708

特別利益

持分変動利益 10,148 189,771

保険解約返戻金 11,019 ―

関係会社株式売却益 ― 804,055

特別利益合計 21,167 993,826

特別損失

持分変動損失 2,425 ―

投資有価証券評価損 98,843 ―

特別損失合計 101,268 ―

税金等調整前四半期純利益 528,455 1,695,534

法人税、住民税及び事業税 184,065 472,940

法人税等調整額 29,180 30,448

法人税等合計 213,246 503,389

四半期純利益 315,209 1,192,145

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,107 1,892

親会社株主に帰属する四半期純利益 314,102 1,190,252
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 315,209 1,192,145

その他有価証券評価差額金 ― 6,370

為替換算調整勘定 ― 11,339

その他の包括利益合計 ― 17,710

四半期包括利益 315,209 1,209,855

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 314,102 1,207,939

非支配株主に係る四半期包括利益 1,107 1,916
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度まで非連結子会社であったTecnos Global Company of

America,Inc.について、重要性が増したことに伴い、連結の範囲に含めております。

また、株式取得によりLirik,Inc.を子会社化したことに伴い、同社及び同社の子会社のLirik Infotech Private

Limitedを連結の範囲に含めております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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